
作成日：

担当課：

１　評価対象施設の概要

開始日

終了日

評価実施年

２　利用実績

単位 H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

人 7,299 7,048 7,124 7,545

３　事業収支

H28年度 H29年度 H30年度 R元年度

A　 79,419,845 76,421,244 75,860,661 78,403,818 0 0

78,286,250 75,237,884 74,804,032 77,498,956

0 0

1,133,595 1,183,360 1,056,629 904,862

B　 77,613,447 79,363,675 77,578,909 78,969,256 0 0

77,613,447 79,363,675 77,578,909 78,969,256

A-B　 1,806,398 -2,942,431 -1,718,248 -565,438 0 0

４　管理運営状況評価

生駒市デイサービスセンター　寿楽

老人に対し、その心身の健康の保持及び生活の安定のため老人福祉法（昭和３８年法律第１３３号）第１５条第

２項の規定により、本市に老人デイサービスセンターを設置

社会福祉法人宝山寺福祉事業団 平成28年4月1日

所在地

令和2年8月27日

福祉健康部　高齢施策課

指定管理者導入施設　管理運営総合評価シート

設置目的

最終年度を除く指定管理期間全体

利用料金制

施設名称

生駒市有里町９５番地２号

指定管理者名

利用料金制適用区分

利用区分等

入浴、食事の提供、機能訓練、介護方法の指導等を行う事業その他市長が必要と認める事業。

自主事業費

令和3年3月31日

公募

指定管理者による自己評価

事業収支

指定期間

支出計

その他

利用料金収入

収入計

市の評価

有効性：有効性：有効性：有効性：施設の設置目的の達成（施設の目的や特性等に合致した管理運営、市民の平等な利用の確保、利用者の満足度等）

指定管理料

自主事業収入

選定方法

指定事業費

主な実施事業等

要支援者・要介護者

指定管理者による自己評価

　他法人で利用を断られた利用者もどのようにすれば利用できるのかを考え、利用してもらえるようにしている。また、法人のス

ケールメリットを活かし、当事業所だけでなく法人内事業所で利用できるように対応をしている。

市の評価

　利用者の日常生活介護の充実に向け、常に前向きに取り組んでいただき法人内での組織連携も活用いただき柔軟な対応を心がけよ

りよい介護サービスの提供に努めていただいた。

　光熱水費等のグラフ化などを通して、利用者に不便をかけない程度に削減に努めている。利用者増加のために居宅支援事業所への

訪問なども強化している。

市の評価

施設の老朽化対応に係る経費の増加や、介護報酬の改定による減収等、施設運営にとって財政を圧迫する事象に対応するべく経費の

節減や利用者の増加につながる取り組みに努めていただいた。

災害対応や、事故防止に向けた職員研修の実施や、余裕のある人員配置を行っていただき利用者の安全確保や、よりよい施設運営に

向けて取り組んでいただいた。

指定管理者による自己評価

効率性効率性効率性効率性：経費の縮減等の効果（経費縮減・収入増加の具体的な取組、効果等）

適正性適正性適正性適正性：適正な施設の管理運営（施設の管理運営の状況、自主事業の取組、安全管理・危機管理体制等）

　人員に関しては、人員基準以上の職員を配置し、利用希望を断らないようにしている。大きな事故を防ぐため、ヒヤリハットの報

告などを通して、未然に防ぐようにしている。年2回の防災訓練や定期的に救急救命講習も実施している。

総括用



５　総合評価（指定管理期間全体を通した管理運営に対する評価）

市の評価

指定管理者による自己評価

　常に介護サービスの充実と質の向上に向け、細やかな施設運営状況の把握や、法人内他施設との連携を生かし利用者に喜

ばれる施設運営に取り組んでいただいた。

　施設の老朽化や、新型コロナウィルス感染症予防等にも臨機応変に対応いただき、利用者の増加やよりよい施設運営に努

めていただき、地域の高齢者の日常生活の支えとなる施設として重要な役割を担っていただいている。

介護報酬の改定や、人材確保など通所介護サービス施設の運営環境が厳しさを増す中で、日々改善や工夫について検討し、利用者へ

のサービス向上や安定した運営に向けて努力いただいた。

安定性安定性安定性安定性：サービスの安定的な提供（事業収支の状況）

指定管理者による自己評価

市の評価

　居宅支援事業所への訪問やケアマネへの利用者の日頃の様子などの報告・連絡も強化し、利用者の増加のための取り組み

を継続してきた。他法人で利用を断られたケースについても受け入れられるように、試行錯誤してきた。市内の法人4デイ

サービスと連携し、サービスの質の向上にも努めてきた。建物や設備の劣化も見受けられ、法人において修理修繕や取替え

を行いながら、延滞することなく利用者にサービス提供してきた。

　通所介護事業所であるため、利用者の増減が顕著に表れる年度がある。介護人材が枯渇する中でも人材確保の必要性もあり、人件

費を削減することができないため、どのように利用者の増加に転じるか提供するサービスを常日頃から見直している。


